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川
村
（
現
男
鹿
市
）
に
生
ま
れ
た
澤
木
は
、

１
９
０
０
（
明
治
33
）
年
に
普
通
部
に
転

入
、
大
学
部
文
学
科
を
卒
業
後
に
普
通
部

英
語
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
１
９
１

２
（
明
治
45
）
年
、
27
歳
の
時
に
義
塾
の

中
核
と
な
る
教
員
養
成
を
目
的
と
す
る
海

外
留
学
制
度
で
渡
欧
。
ベ
ル
リ
ン
、
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
で
同
時
代
の
新
し
い
芸
術
運
動
に

接
し
て
審
美
学
を
中
心
に
学
び
、
美
術
史

家
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
に
よ
る

ル
ネ
サ
ン
ス
美
術
の
講
義
を
聴
講
し
た
。

抽
象
絵
画
の
創
始
者
と
い
わ
れ
る
ヴ
ァ
シ

リ
ー
・
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
知
遇
を
得

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス　

文
学
部
の
「
美
学
美
術
史
学
専
攻
」
の

英
語
表
記
はA

esthetics and Science 
of A

rts

で
あ
る
。aesthetics

の
和
訳
が

美
学
で
あ
り
、
古
く
は
審
美
学
と
も
訳
さ

れ
た
。
美
学
は
、
美
の
本
質
や
構
造
を
研

究
、
解
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
学
問
的
に

は
哲
学
の
領
域
に
含
ま
れ
る
。

　

義
塾
の
美
学
教
育
は
、
１
８
９
２
（
明

治
25
）
年
の
森
鷗
外
（
森
林
太
郎
）
に
よ

る
「
審
美
学
」
講
義
に
始
ま
り
、
美
学
美

術
史
学
の
分
野
に
お
い
て
、
草
分
け
的
な

存
在
で
あ
る
。
鷗
外
の
講
義
は
ド

イ
ツ
の
哲
学
者
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・

フ
ォ
ン
・
ハ
ル
ト
マ
ン
の
思
想
に

基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。『
舞
姫
』

『
高
瀬
舟
』
な
ど
の
小
説
で
知
ら

れ
る
鷗
外
だ
が
、
美
学
者
と
し
て
、
ハ
ル

ト
マ
ン
の
著
作
に
影
響
を
受
け
『
審
美
綱

領
』
な
ど
も
著
し
て
い
る
。

　

１
８
９
９
（
明
治
32
）
年
、
陸
軍
の
軍

医
で
も
あ
っ
た
鷗
外
は
、
北
九
州
小
倉
の

第
12
師
団
軍
医
部
長
に
任
命
さ
れ
、
赴
任

す
る
た
め
に
審
美
学
の
講
義
か
ら
離
れ
る

が
、
１
９
１
０
（
明
治
43
）
年
に
義
塾
の

大
学
部
文
学
科
顧
問
と
な
り
、
永
井
荷
風

を
文
学
科
教
員
お
よ
び
『
三
田
文
学
』
編

集
主
幹
と
し
て
招
聘
し
て
同
誌
を
創
刊
さ

せ
る
な
ど
、
文
学
部
の
発
展
に
貢
献
し
た
。

　

義
塾
を
、
い
ま
に
続
く
美
術
史
研
究
の

重
要
拠
点
に
育
て
た
先
駆
者
は
、
澤
木
四

方
吉
で
あ
る
。

　

１
８
８
６
（
明
治
19
）
年
に
秋
田
県
船

義
塾
の
美
学
美
術
史
学
研
究
の
始
ま
り

〜
鷗
外
の「
審
美
学
」と
澤
木
四
方
吉
の「
西
洋
美
術
史
」〜

三
田
キ
ャ
ン
パス
正
門
と
道
路
一
本
隔
て
た
所
に
あ
る
慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
。

芸
術
分
野
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
を
行
っ
て
い
る
国
内
有
数
の
施
設
で
あ
る
。

そ
し
て
、
義
塾
の
美
学
美
術
史
学
研
究
は
１
０
０
年
以
上
の
古
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。

１
８
９
２
年
、
森
鷗
外

三
田
で「
審
美
学
」を
講
ず

１
９
１
８
年
、
澤
木
四
方
吉

「
西
洋
美
術
史
」講
義
を
開
始

1909（明治 42）年の大学文学科の授業風景。
教壇に立っているのは後に文学部長を務めた川
合貞一（福澤研究センター所蔵）

「澤木梢」の名前で出版
された『美術の都』。翌年、
著者自身が義塾の図書
館に寄贈した。
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た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。

　

第
１
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
日
本
人
の

ド
イ
ツ
滞
在
が
危
険
に
な
る
と
、
同
じ
く

留
学
中
だ
っ
た
小
泉
信
三
ら
と
共
に
ロ
ン

ド
ン
に
移
る
。
そ
の
後
パ
リ
を
経
て
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
、
ロ
ー
マ
を
拠
点
に
イ
タ
リ
ア

美
術
に
直
接
触
れ
た
。

　

１
９
１
６
（
大
正
５
）
年
に
帰
国
し
て

か
ら
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
美
術
、
ギ
リ
シ
ャ

美
術
の
研
究
を
進
め
、
永
井
荷
風
の
後
を

継
ぎ
『
三
田
文
学
』
主
幹
も
務
め
た
。
翌

年
11
月
に
は
、
自
身
が
訪
れ
た
欧
州
の
都

市
と
美
術
を
情
熱
あ
ふ
れ
る
筆
致
で
著
し

た
論
考
集
『
美
術
の
都
』
を
出
版
す
る
。

　

１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
に
西
洋
美
術

史
の
講
義
を
始
め
、
２
年
後
に
新
設
さ
れ

た
美
術
史
科
の
教
授
に
就
任
し
た
。
義
塾

の
み
な
ら
ず
、
東
京
帝
国
大
学
で
も
ギ
リ

シ
ャ
美
術
の
講
義
を
行
う
な
ど
、
日
本
に

お
け
る
西
洋
美
術
史
研
究
の
分
野
で
澤
木

の
残
し
た
功
績
は
大
き
い
。

　

澤
木
は
、
多
く
の
人
材
の
育
成
に
も
携

わ
っ
た
。
１
８
９
８
（
明
治
31
）
年
生
ま

れ
の
守
屋
謙
二
も
、
澤
木
に
見
出
さ
れ
た

一
人
で
あ
る
。
義
塾
で
西
洋
近
世
哲
学
や

美
学
を
専
攻
し
て
い
た
守
屋
は
、
当
初
日

本
美
術
史
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
が
、
澤

木
の
影
響
を
受
け
西
洋
美
術
史
を
専
門
と

す
る
よ
う
に
な
る
。
43
歳
で
早
世
し
た
澤

木
が
完
成
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
ヴ

ェ
ル
フ
リ
ン
著
『
美
術
史
の
基
礎
概
念
』

の
翻
訳
を
引
き
継
ぎ
、
１
９
３
６
（
昭
和

11
）
年
に
出
版
し
た
。
そ
の
後
助
教
授
に

な
り
、
１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年
に
ド
イ

ツ
留
学
、
第
２
次
世
界
大
戦
終
結
後
に
帰

国
し
て
教
授
に
就
任
。
１
９
５
３
（
昭
和

28
）
年
に
は
ド
イ
ツ
で
『D

ie Japanische 
M
alerei 

』（
日
本
の
絵
画
）
を
出
版
し
、

海
外
で
高
い
評
価
を
得
た
。

　

そ
の
守
屋
と
同
時
期
に
東
洋
美
術
史
を

教
え
た
の
が
、
１
９
０
０
（
明
治
33
）
年

生
ま
れ
で
、
守
屋
と
と
も
に
今
日
の
美
学

美
術
史
学
専
攻
の
礎
を
築
い
た
菅
沼
貞
三

で
あ
る
。
渡
辺
崋
山
や
池
大
雅
な
ど
、
文

人
画
を
中
心
と
す
る
日
本
の
近
世
絵
画
の

研
究
で
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
義
塾

に
は
、
１
０
０
年
を
超
え
る
美
学
美
術
史

学
研
究
の
歴
史
が
あ
る
。

　

そ
し
て
１
９
９
３
年
に
は
慶
應
義
塾
大

学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
よ

り
幅
広
く
ア
ー
ト
の
研
究
と
普
及
を
推
進

し
て
い
る
。

三田キャンパス南別館内の常設的な展示施設、
アート・スペースで開催された「古代への憧景」
展の様子（撮影：石戸晋）

義塾が所蔵する美術品のひとつ、
《女性頭部》（澤木四方吉と武藤
金太のために）。澤木の弟子・武
藤金太の息子である武藤治太氏
から寄贈された。

1897（明治 30）年文科卒業生。前列右が森林太郎（慶應義塾図書館所蔵）

澤木四方吉
（秋田県立博物館所蔵）


